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グローバルスタンダード最前線

第22回世界電気通信標準化協調会
議（GSC: Global Standards Collab­
oration）が2019年 3 月26〜27日まで
スイス ・ モントルーで開催されまし
た．GSC会合は，各標準化機関（SDO: 
Standards Developing Organization）
間の活動の情報共有や活動の重複の
回避と標準化活動の促進を目的とし
ており，今回は12のSDOから計85名
が参加して行われました．今回の戦
略トピックスは，Connected Citizen 
& Smart Sustainable City およびAI

（人工知能）について議論されました．

会合の概要

第22回世界電気通信標準化協調会
議（GSC: Global Standards Collabo­
ration）は，2019年 ３ 月26〜27日にス
イス ・ モントルーで行われました．12
の標準化機関（SDO: Standards De­
veloping Organization）〔ARIB(日本)，
ATIS（米国），CCSA（中国），ETSI

（欧州），IEC，IEEE-SA，ISO，ITU，
TIA（米国），TSDSI（インド），TTA

（韓国），TTC（日本）〕から計85名が
参加し実施されました（写真）．各標
準化団体の最新の活動状況，優先する
標準化課題の報告および戦略トピック
スとしてConnected Citizen & Smart 
Sustainable City とAI（人工知能）
の ２ つについて議論しました．

各標準化団体からの 
活動進捗報告

12のSDOから，最新の活動状況の
報告および優先的な課題についての報
告がありました．

重 複 す る 課 題 と し て は，Smart 
City, IoT（Internet of Things），AI, 
セキュリティ，５Gなどでした．市場
動向にタイムリーに対応した標準化活
動の重要性と共通課題における各
SDO間の検討の重複を最小限にする
ための連携協調が必要であることが共
通に認識されました．

GSC-22の主要 
テーマに関する議論

今会合では，主要テーマとして，
Smart Sustainable CitiesとAIの 2 課
題を取り上げ，テーマごとに各SDO
の代表によるプレゼンテーションとパ
ネルディスカッションによるセッショ
ンを実施しました．

■Smart Sustainable Cities：持続可
能なスマートシティ
スマートシティの実現要件として

は，都市間をまたがってデータを交換
する共通的な仕組みの実現ができてい
ないという潜在的な課題を有してお
り，GSCの各SDOは，シームレスな
データ交換，相互運用などを可能にす
るためのガイドラインと標準の開発に
関する継続的な議論の必要性を共有し
ました．

各SDOからの報告の課題としては，
IoT/Smart Cityプラットフォームに
おける相互接続性が欠如（サイロ化）
しており，プラットフォームとデータ
API（Application Programming 
Interface）の標準化の必要性が強調
されました．
■AI

AIに関しては，さまざまな地域の
ニーズを認識しながら，5G，ヘルス
ケア，工業製造などの分野でのAIお
よび機械学習とその応用に関する継続
的な活動について情報を共有しまし
た． AIの技術的な側面だけではなく，
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セキュリティ，プライバシ，信頼性，
倫理，社会的懸念，および規制に関連
する潜在的な問題について検討が行わ
れ，ICTシステム，サービスおよび技
術の倫理的および社会的側面に取り組
むためにGSCメンバ間での協力が必
要であるという認識を行いました．
SDOの報告の中では，IEEE（Institute 
of Electrical and Electronics Engi­
neers）では，倫理に整合したデザイ
ンを行うためのEthics of Autonomous 
& Intelligent Systemsに関するグロー
バルプロジェクトを推進し，倫理も考
慮したAIやAutonomousシステムを広
くカバーする標準としてIEEE P7000
シリーズを制定しています．

また，ETSI（European Telecommu­
nication Standards Institute）に お け
るAI関 連 の 活 動 と し て，ISG ENI

（Experiential Networked Intelli­
gence）ではデータ収集および分析へ
の AI 利用，ISG ZSM（Zero touch 
network and Service Management）
では自動化およびオペレーションへの
AI利用，ISG MEC（Multi-access 
Edge Computing）ではネットワーク
エッジの開放とネットワークおよびコ
ンテクスト情報の提供，TC ITS（In­
telligent Transport Systems）では自
律的な自動車へのAIの活用の検討を
行っています．TTC（日本）からは，
セキュリティ専門委員会委員長より，

AI/Machine Learning におけるTrans­
parent（透明性）とTrustworthy（信
頼性）に関するプレゼンテーションを
行いました．AI技術の普及によりさ
まざまな活動においてAIの判断が利
用されようとしていますが，不適切，
または偏ったデータが利用されること
により，適切な判断がされない可能性
が指摘されています．また，AIエン
ジンの機能を恣意的に操作することに
より，特定の人々にのみ都合が良い判
断が行われる可能性があります．その
ため，日本政府が規定した以下の 
Human-centric AIの社会的な基本原
則Human-centric，Education，Pri­
vacy，Security，Fair Competition，
Fairness ,  Accountabi l i ty，and 
Transparency，Innovationに沿うとと
もに，AIセキュリティ標準化の観点
から，AIシステムを利用するための
ガイドラインやAI システムのレポー
ト機能の重要性，またTraining Data
の内部評価，標準化されたTraining 
Dataに対する出力データの調査，バ
ランスの取れていない出力の検出，
AI利用のための信頼性フレームワー
クなどの技術仕様の必要性が示されま
した．

今後の予定

次回，第23回会合は2020年にTIA

（米国）がホストで開催される予定
です．


